
アクトレス 

第 1 部：序 

第 1 話：開演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発表会で路子は、最優秀賞を獲得した。路子は、ベリーダンスを 5 年間習っていて、毎日

練習を重ねて最優秀賞を獲得することができた。表彰を終えて着替えた路子は、彼氏の宙敬

とお店で待ち合わせた。 

 

宙敬：「路子、おめでとう！」 

路子：「ありがと💕ヒロ君💕あ…座るね…ベリーダンスって結構体力使うんだよ…うふっ

💕ヒロ君もやってみる？（笑）」 

 路子は、満面の笑みで宙敬に微笑みかけた。 

 

しかし、その傍らで路子を凝視している女性がいた。美貴子だ。美貴子は、路子よりも長

くベリーダンスを習っていて、踊りの技術にも自信があった。その自信を裏付けるように、

一昨年、昨年と最優秀賞を獲得しており、3 連覇すると思われていた。 



美貴子：（踊りなら、わたしの方が上手なのに…） 

 美貴子は、自分の敗因は、路子との容姿の差だと思っていた。美貴子は、今年 45 歳。と

はいってもそうは見えず、十分美人と言える容姿だった。しかし、生来の嫉妬深い性格が路

子との出会いで増長され、その想いが表情にも表れ、人を遠ざけていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

路子：「美貴子さん、お疲れさまでした！」 

 路子は、美貴子に声を掛けたが、美貴子は、軽く会釈を返しただけで、足早にその場を去

って行った。 

美貴子：（路子ちゃんが来る前は、あたしがずっと一番で、みんなわたしをちやほやしてく

れたのに…） 

 

 自宅に着いた美貴子の表情には、悔しさで溢れていた。 

美貴子：（はあ…わたしも若返ることができたら、また最優秀賞を獲れて…路子ちゃんの彼

氏のようなイケメンも自分のモノにできるのに…） 

 そんな叶わぬ想いも空しくなるように独り身の孤独を感じながらうとうとしていた。 



路子と宙敬も路子の部屋に戻って、お祝いをしていた。しばらくして、その話題が尽き掛

けた頃、宙敬が切り出した。 

宙敬：「そう言えば…帰り際に路子が声を掛けた女性…」 

路子：「美貴子さんね…踊りも上手だし、綺麗な人だと思うけど…あたし、彼女に嫌われて

いるみたいで…」 

 

宙敬：「なんか近寄りがたい雰囲気だよな。もうちょっと愛想よくすればいいのに。」 

 宙敬がそう言うと、路子も同調した。 

路子：「うん…前は今みたいな感じじゃなかったって聞いてるよ。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宙敬：「路子は、人前ではそんな素振りを見せずに、いつも前向きに 5 年間頑張ったからね。

俺にはできないよ。」 

 宙敬は、温かく尊敬の眼差しで路子を見た。路子は、宙敬に愛され大切にされているとい

う実感を持ちながら一夜を過ごした。 

 

 

 



第 2 話：願い 

 ある日、美貴子が横になりながら何気なくスマホを操作していると、突然、不思議な広告

バナーが目に入って来た。 

美貴子：「…ん？…なりたい人になれる？」 

 美貴子は、半信半疑でそのバナーをクリックした。 

 

美貴子：「なりたい人の名前を入力してください？ここに例えば路子ちゃんの名前を入力し

たら、わたしが路子ちゃんになれるってこと？そんなこと…」 

 美貴子は、そう言いながらも、路子の名前を入力した。すると、次のページに… 

美貴子：「なりたい人の魂をどのカラダに入れますか？って…わたしが路子ちゃんになるっ

てことは…路子ちゃんは…わたしのカラダになってもらうってことだよね。」 

 

 美貴子は、そこに自分の名前を入れた。すると、最後に「あなたの想いが強ければ願いは

きっと叶います！」と書いてあった。 

美貴子：「そんなこと起こる訳ないけど…若い容姿の良いカラダになれたら、わたしの踊り

の技術を使えばきっと…イケメンの彼氏だって…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 そんなことを想像しながら、美貴子は、寝落ちしていた…そして再び目を覚ました。 

美貴子 in？？：「う…ん…わたし…気を失って…ここは…？」 

 美貴子は、自分のカラダを起こし、辺りを見回したが、先ほどまで美貴子がいた部屋では

なかった。それにカラダに違和感がある。 

美貴子 in？？：「カラダが軽いわ…ん…ちょっと待って！」 

 

 美貴子は、突然何かを思い立つと、走って部屋から出た。そして、洗面台を見つけると、

鏡の前に立った。 

美貴子 in？？：「これは……男？…どうして？路子ちゃんになるんじゃなかったの？わたし

がこの人になってるってことは…この人がわたしのカラダになってるってことよね。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 美貴子は、男のスマホを探すと、自分のスマホにコールした。しかし、反応はなかった… 

美貴子 in？？：「まさか…わたしのカラダで好き勝手に…あんなサイトにアクセスするんじ

ゃなかった！」 

 



 美貴子は、すぐに男の部屋を飛び出し、自分のカラダがあるであろう部屋に向かった。美

貴子は、男のカラダで走ると、元の自分のカラダとの違いを実感した。 

 

 その頃、美貴子の部屋では…意識を失っていた美貴子のカラダがむくっと起き上がる。 

？？in 美貴子：「何か音がなった気がしたけど…もう少し寝ていよう…」 

 辺りを軽く見回すと、再び眠りに就いた… 

 

 しばらくすると、玄関で物音がしたので、美貴子は目を覚まし、欠伸をしながら立ち上が

った。そして、部屋の中に人が入ってくるのに気づいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 3 話：2 人の美貴子 

？？in 美貴子：「え…誰？…それにここは…」 

 ？？in 美貴子は、自分の部屋にも関わらず、まるで初めて見るかのような様子で、近づい

てくる足音に身構えていた。そしてその人物が姿を現すと、言葉を失った。 

美貴子 in？？：「あなた誰？どうして電話に出なかったの？わかっているのよ！あなたの本

当のカラダじゃないってことも！」 

 

 美貴子 in？？は、元の自分のカラダに矢継ぎ早にまくし立てた。 

？？in 美貴子：「何言っているの？」 

 ？？in 美貴子は、何のことかわからず困惑していたが、続けて驚きの言葉を口にした。 

？？in 美貴子：「…ヒロ君？」 

美貴子 in？？：「あなたこそ何を言って…」 

 

 美貴子 in ヒロは、美貴子の部屋から鏡を持ってきて、？？in 美貴子に見せた。 

？？in 美貴子：「…美貴子さん？あたし…美貴子さんになってるの？」 

美貴子 in？？：（ん…この反応…女？…しかもあたしの名前を知ってる？あたしのことは、

このカラダの男だと思っているみたいだし…それなら…） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



美貴子 in？？：「どうしたんだ？美貴子？」 

 美貴子は、男のフリをして、元の自分のカラダに話し掛けた。 

路子 in 美貴子：「あたしは美貴子さんじゃないの！あたしは路子よ！どうしてかはわからな

いけど…気付いたら美貴子さんのカラダになっていたの！信じてヒロ君！」 

 

 美貴子のカラダにいる者は、必死に自分の素性を明らかにした。 

美貴子 in 宙敬：（あたしのカラダにいるのは、路子ちゃん？そしてあたしのこのカラダは、

路子ちゃんの彼氏のようね…さて…どうしようかしら？） 

美貴子 in 宙敬：「…」 

 

路子 in 美貴子：「どうしたのヒロ君？姿が変わっちゃったら、あたしが路子だってわからな

いの？…それと、ヒロ君は、どうして美貴子さんの部屋に来たの？」 

 美貴子 in 宙敬が沈黙していると、路子 in 美貴子は、膨れっ面で宙敬のカラダに問い詰め

てきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



美貴子 in 宙敬：（自分の彼氏が別の女に…しかも自分が意識してなかったあたしの部屋に来

たって知ったら、不機嫌になっちゃうよね。それにしてもあたしのカラダがこんな可愛い表

情するなんて…それなら…このヒロ君が実は、わたしのことが好きだってことにすれば、も

っと面白くなりそうね…） 

 

美貴子 in 宙敬：「決まっているじゃない…それは美貴子に逢いたいからだよ💕」 

路子 in 美貴子：「そんな…本当なの？？…ヒロ君…信じてたのに…」 

 美貴子の姿をした路子は、哀しい表情となり泣き出し、その場に座り込んでしまった… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


